
美しい山・川・海
人が躍動する　交流と共生のまち 今月号の主な内容

まちのうごき
　・各区で町政懇談会を開催
まちからのおしらせ
　・第 4回香美町の四季を詠う短歌・俳句祭
　・平成 21年度がんばった児童・生徒を表彰
　・町臨時職員募集
　・税務課からのお知らせ
　・福祉課からのお知らせ　ほか
まちのできごと　　　　　　            
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（第 60 号）

【写真】楽しく作ったよ、おひな様
　　　　　おひな様作り

　13 組 26 人の親子が参加し、2月 25 日に

高井子育て・子育ち支援センターで行われ

た「おひな様作り」。講師の指導を受けな

がら、はさみを上手に使って和紙を壁飾り

用のおひな様に仕立てました。

　参加した親子は、出来上がったおひな様

を手にして、とても満足そうでした。
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まちのうごき

 

〜
一
人
ひ
と
り
が
、
ま
ち
の
主
人
公 

〜

各
区
で
町
政
懇
談
会
を
開
催

　

１
月
29
日
か
ら
２
月
５
日
に
か
け
て
各
区
で
開
催
し
た
町
政
懇
談
会
で
、
長
瀬
町
長
が

新
し
い
香
美
町
づ
く
り
に
向
け
た
平
成
22
年
以
降
の
取
り
組
み
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
は
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
ご
質
問
や
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
は
、
香
美
町
誕
生
か
ら
５
周
年
と
な
る
節
目
の
年
。
ま
た
、
昨
年
新
た
な

陣
容
と
な
っ
た
第
２
期
香
美
町
政
の
実
質
的
な
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
会
場
と

も
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲ 2月 4日、村岡老人福祉センターで開催された町政懇談会の会場の様子

平
成
22
年
度
以
降
の
取
り
組
み

１ 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進

　
　

・
創
意
、
工
夫
、
個
性
あ
ふ
れ
る
地

　
　
　

域
づ
く
り
活
動
へ
の
支
援

２ 

福
祉
、
医
療
の
充
実
と
子
育
て
支
援

　

①
子
育
て
支
援

　
　

・
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実

　
　

・
子
ど
も
手
当
の
支
給

　
　
　

（
本
号
７
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

　

②
児
童
福
祉

　
　

・
こ
ど
も
の
医
療
費
助
成

　
　
　

（
本
号
７
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

　
　

・
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
（
小
代
区
）

　

③
障
害
者
福
祉

　
　

・
支
援
や
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る

　
　
　

た
め
の
自
立
支
援
協
議
会
の
設
置

　

④
高
齢
者
福
祉

　
　

・
高
齢
者
な
ど
の
生
活
支
援
（
介
護

　
　
　

タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
の
新
設
）

　
　

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
支
援

　

⑤
医
療
の
充
実

　
　

・
医
師
の
確
保
対
策

　
　

・
女
性
特
有
の
が
ん
（
乳
が
ん
、
子

　
　
　

宮
頸
が
ん
）
の
検
診
率
向
上
の
た

　
　
　

め
の
費
用
助
成

３ 

各
区
の
特
色
を
活い

か
し
た
産
業
振
興

　

①
観
光

　
　

・
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
（
地
質
公
園
）　

　
　
　

へ
の
取
り
組
み

　
　

・
余
部
鉄
橋
の
保
存
活
用

　
　

・
兎
和
野
高
原
野
外
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　

と
既
存
施
設
な
ど
の
連
携
を
図
り

　
　
　

な
が
ら
、
山
、
高
原
、
滝
な
ど
の

　
　
　

自
然
を
活
用
し
た
四
季
型
観
光
の

　
　
　

推
進

　
　

・
松
葉
ガ
ニ
や
但
馬
牛
な
ど
の
特
産

　
　
　

品
を
活い

か
し
た
観
光
の
振
興

　
　

・
長
期
滞
在
、
交
流
型
の
観
光
振
興

　
　

・
但
馬
広
域
観
光
協
議
会
な
ど
に
よ

　
　
　

る
広
域
観
光
の
推
進

　

②
漁
業
、
水
産
加
工
業

　
　

・
持
続
可
能
な
漁
業
へ
の
支
援

　
　

・
魚
食
普
及
の
推
進

　

③
農
林
業
、
畜
産
業

　
　

・
堆た

い

ひ肥
を
活
用
し
た
有
機
の
里
づ
く
り

　
　

・
有
害
鳥
獣
対
策
の
推
進
（
大
型
捕

　
　
　

獲
檻
の
設
置
）

　
　

・
１
３
０
０
頭
を
目
標
と
し
た
但
馬

　
　
　

牛
（
繁
殖
牛
）
増
頭
対
策

　

④
商
業

　
　

・
ふ
る
さ
と
商
品
券
の
発
行
補
助

　
　

・
中
小
企
業
資
金
融
資
特
別
利
子
補
給

４ 

教
育
環
境
の
整
備

　

①
教
育
環
境
会
議
の
開
催

　
　

・
保
護
者
、
学
校
、
地
域
住
民
お
よ

　
　
　

び
行
政
に
よ
る
教
育
環
境
に
関
す

　
　
　

る
課
題
の
整
理
と
検
討

　

②
学
校
耐
震
化
の
推
進

　
　

・
香
住
小
学
校
校
舎
の
改
築

　

③
施
設
・
遊
具
の
改
修

　
　

・
学
校
施
設
な
ど
の
営
繕
修
理

５ 

持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確
立

　

①
「
実
質
公
債
費
比
率
」
の
引
き
下
げ

　
　

・
平
成
22
年
度
に
早
期
健
全
化
基
準

　
　
　

（
25
・
０
％
）
を
下
回
る
予
定

　

②
行
財
政
改
革
の
仕
上
げ
と
総
点
検

　
　

・
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
計
画

　
　
　

的
改
革
（
平
成
18
年
度
〜
22
年
度
）

　

③
第
２
期
行
財
政
改
革
に
向
け
た
取
り
組
み

　
　

・
行
政
の
ス
リ
ム
化

　
　

・
事
務
事
業
の
評
価
と
優
先
順
位
付
け

６ 

そ
の
他

　

①
た
じ
ま
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
設
置

　

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応

　

③
地
域
公
共
交
通
の
維
持
確
保

　

④
町
合
併
５
周
年
記
念
事
業
の
実
施

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
部
企
画
課



3

主
な
質
問
内
容

◆
小
代
区

◆
小
代
区

　

１
月

　

１
月
2929
日日  

小
代
区
総
合
セ
ン
タ
ー

小
代
区
総
合
セ
ン
タ
ー

　

各
会
場
の
主
な
ご
質
問
や
ご
意
見
を
紹
介

し
ま
す
。
紙
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
の
内
容

を
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
サ
ル
対
策
）

サ
ル
は
１
年
に
何
匹
も
増
え
て
被
害

を
も
た
ら
し
て
い
る
。
今
以
上
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
は
。

サ
ル
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
小

代
区
が
視
察
を
行
っ
た
甲
賀
市
の
大

型
捕
獲
檻
な
ど
も
検
討
材
料
に
し
な
が
ら
、

県
と
協
議
を
し
て
、
大
型
捕
獲
檻
の
設
置

に
つ
い
て
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
は
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。（
町
長
）

（
認
定
子
ど
も
園
）

３
つ
あ
る
保
育
所
を
統
合
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
ト
イ
レ
の
数
を
１
つ
増
設
す

る
だ
け
で
対
応
で
き
る
の
か
。
ま
た
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
も
３
つ
の
保
育
所
の
中
で
忠
宮

が
一
番
狭
い
が
、
建
物
の
増
築
で
さ
ら
に

狭
く
な
る
の
で
は
。

保
育
所
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
地
域
の
方

に
は
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ト
イ
レ
の
数
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
面
積
は

基
準
を
満
た
し
て
い
ま
す
。
町
と
し
て
、

で
き
る
こ
と
に
は
対
応
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。（
町
長
）

　

忠
宮
へ
き
地
保
育
所
の
ト
イ
レ
の
数
は
、

定
員
40
人
で
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
３
つ

の
保
育
所
が
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
定

員
が
50
名
近
く
に
な
り
ま
す
の
で
１
基
増

設
と
し
て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
面
積
は
、
現
状
で
は
忠
宮

へ
き
地
保
育
所
が
一
番
狭
い
も
の
で
す
が
、

一
人
当
た
り
の
面
積
基
準
は
満
た
さ
れ
て

お
り
、
広
さ
は
確
保
さ
れ
ま
す
。

　

一
番
強
く
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
る
通

園
対
策
で
す
が
、
道
幅
確
保
の
た
め
、
側

溝
に
ふ
た
を
し
た
り
、
見
通
し
の
悪
い
場

所
に
は
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置
す
る
な
ど

の
安
全
対
策
を
行
う
予
定
で
す
。（
小
代
地

域
局
長
）

◆
村
岡
区

◆
村
岡
区

　

２
月
４
日

　

２
月
４
日  

村
岡
区
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

村
岡
区
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
文
化
、
伝
統
）

村
岡
区
は
城
下
町
で
あ
り
、
４
５
０

年
程
前
か
ら
続
い
た
行
事
が
各
地
区
に
あ

る
。
こ
れ
ら
貴
重
な
文
化
や
伝
統
な
ど
を

継
承
し
て
い
く
後
継
者
の
育
成
を
行
っ
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
若
者
が
喜
ん
で
住
め
る

ま
ち
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

平
成
18
年
度
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
の
た
め
に
実
施
し
て
き
た
県
民

交
流
広
場
事
業
な
ど
を
活
用
し
て
、
地
区

内
で
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
後
継
者
の
育

成
、確
保
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

そ
の
よ
う
な
活
動
を
支
援
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
教
育
環
境
会
議
）

教
育
環
境
会
議
の
開
催
と
は
、
具
体

的
に
ど
う
い
う
こ
と
を
す
る
の
か
。
目
的

や
内
容
は
。

少
子
化
な
ど
に
よ
る
子
ど
も
の
教
育

環
境
の
変
化
や
学
校
統
合
、
通
学
対

策
、
学
力
向
上
な
ど
学
校
教
育
で
の
問
題
、

ま
た
、
ふ
る
さ
と
学
習
、
公
民
館
講
座
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
社
会
教
育
に
関
す
る

問
題
な
ど
、
教
育
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
検
討
し
て
い
く
場
と
し
て
教
育
環

境
会
議
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
は
保
護
者
の
皆
さ
ん
や
学
校
関

係
者
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
夏
休
み
期
間

中
に
、
各
小
学
校
区
（
10
校
区
）、
中
学
校

校
区
（
４
校
区
）
の
14
会
場
で
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。（
教
育
長
）

　

現
在
、
人
口
減
少
は
全
国
で
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
若
者
が
香
美
町
に

住
め
る
よ
う
、
雇
用
や
定
住
対
策
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
町
長
）

◆
香
住
区

◆
香
住
区

　

２
月
５
日

　

２
月
５
日  

香
住
文
化
会
館

香
住
文
化
会
館

（
行
財
政
改
革
）

行
政
の
ス
リ
ム
化
と
は
。
フ
ラ
ッ
ト

化
は
進
ん
で
い
る
の
か
。
現
状
と
今
後
の

展
望
を
聞
き
た
い
。

今
ま
で
の
縦
割
り
行
政
を
解
消
し
、

部
課
を
越
え
た
議
論
や
連
携
が
と
れ

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。（
町
長
）

　

役
場
内
に
部
課
を
超
え
、
横
断
的
に
情

報
を
共
有
し
、
解
決
方
法
を
見
い
だ
す
た

め
の
「
経
営
戦
略
会
議
」
を
設
置
し
、
検

討
を
重
ね
て
い
ま
す
。
す
ぐ
に
う
ま
く
い

く
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
職
員
が
思
っ
た

こ
と
を
言
い
合
え
る
心
の
フ
ラ
ッ
ト
化
が

で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。（
副
町
長
）

　

行
政
の
行
う
事
務
や
事
業
に
は
、
法
律

に
基
づ
き
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
、
町
独
自
で
行
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

数
百
項
目
に
わ
た
る
事
務
、
事
業
を
目
的
、

投
資
効
果
、
担
当
者
が
要
す
る
時
間
な
ど

を
基
に
ス
リ
ム
化
で
き
な
い
か
経
営
戦
略

会
議
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
検
討
結
果
を
、
平
成
23
年
度

か
ら
の
行
財
政
改
革
に
盛
り
込
む
予
定
で

す
。（
総
務
部
長
）

（
平
成
22
年
度
予
算
編
成
方
針
）

平
成
22
年
度
予
算
の
方
向
性
の
説
明

が
あ
っ
た
が
、
長
瀬
カ
ラ
ー
は
ど
の
辺
か
。

自
主
財
源
が
乏
し
い
な
か
、
事
務
や

事
業
の
見
直
し
、
ま
た
経
費
の
削
減

に
取
り
組
み
、
財
政
的
に
ゆ
と
り
の
あ
る

状
況
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、

来
年
度
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

や
小
中
学
校
の
設
備
、
遊
具
の
修
繕
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
夢
を
か
な
え
る
よ
う
な
予

算
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。（
町
長
）

QＡQＡ

QＡ

QＡQＡ

QＡ



第 4回 第 4回 
香美町の四季を香美町の四季を詠詠

う たう た

う短歌・俳句祭う短歌・俳句祭

4

まちからのおしらせ

　「海のまち」、「山のまち」の自然、生活、歴史、文化、風土などを題材　「海のまち」、「山のまち」の自然、生活、歴史、文化、風土などを題材
にした短歌・俳句を募集した第 4回「香美町の四季を詠う短歌・俳句祭」。にした短歌・俳句を募集した第 4回「香美町の四季を詠う短歌・俳句祭」。
　今回は、小学生、中学生、一般（高校生を含む）の各部門を合わせて、　今回は、小学生、中学生、一般（高校生を含む）の各部門を合わせて、
短歌 1,320 首、俳句 2,007 句、町内だけでなく全国から応募がありました。短歌 1,320 首、俳句 2,007 句、町内だけでなく全国から応募がありました。
　短歌・俳句とも、小学生、中学生、一般の各部門で、最優秀（1点）、優　短歌・俳句とも、小学生、中学生、一般の各部門で、最優秀（1点）、優
秀（海の部・山の部それぞれ 1点）、佳作（10 点）の計 78 点の入賞作品を秀（海の部・山の部それぞれ 1点）、佳作（10 点）の計 78 点の入賞作品を
選定。3月 6 日、香住区中央公民館で入賞作品の発表と入賞者の表彰を行選定。3月 6 日、香住区中央公民館で入賞作品の発表と入賞者の表彰を行
うとともに、作品選評会を開きました。うとともに、作品選評会を開きました。
　入賞作品のうち、各部門の最優秀賞と優秀賞の作品をご紹介します。　入賞作品のうち、各部門の最優秀賞と優秀賞の作品をご紹介します。
　（敬称略）　（敬称略）

◆ 

短 

歌 

◆

◆ 

俳 

句 

◆
●
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

●
小
学
生
の
部

・
最
優
秀
賞　
　
　
　
　

川
端 

詩し

お

り織
（
香
住
小
５
年
）

　

そ
ふ
の
手
が
あ
ま
く
て
お
い
し
い
な
し
つ
く
る

　
　

ま
っ
く
ろ
つ
ち
い
ろ
や
さ
し
い
手
だ
よ

・
優
秀
賞　
　
　
　
　
　

嶋
田 

八や

く

も雲
（
佐
津
小
１
年
）

　

こ
ろ
ん
で
も
と
う
さ
ん
み
た
い
に
か
っ
こ
よ
く

　
　

す
べ
り
た
い
か
ら
よ
く
い
く
ス
キ
ー

・
優
秀
賞　
　
　
　
　
　

小
林 
由ゆ

い依
（
柴
山
小
６
年
）

　

い
い
に
お
い
そ
ら
に
の
ぼ
る
よ
白
い
湯
気

　
　

カ
ニ
を
ゆ
で
て
は
人
さ
そ
う　
　
　

●
中
学
生
の
部

・
最
優
秀
賞　
　
　
　
　

本
ほ

ん

じ

ょ

う上　

遥
は
る
か　

（
小
代
中
３
年
）

　

真
っ
白
な
た
め
息
が
今
た
ち
の
ぼ
る

　
　

鉢
伏
山
の
霧
と
と
も
に　
　
　
　

・
優
秀
賞　
　
　
　
　
　

秋
山 

千ち

え絵
（
香
住
二
中
３
年
）

　

夜
空
よ
り
こ
ぼ
れ
落
ち
た
か
星
た
ち
が

　
　

並
ん
で
い
る
よ
う
漁い

さ

り

び火
の
灯ひ

は

・
優
秀
賞　
　
　
　
　
　

田
邉 

玲れ

い

な奈
（
村
岡
中
３
年
）

　

青
い
空
見
上
げ
て
み
れ
ば
蜻と

ん

ぼ蛉
た
ち

　
　

秋
の
訪
れ
そ
こ
ま
で
来
て
る

●
一
般
の
部

・
最
優
秀
賞　
　
　
　
　

松
下 

幸さ

ち

こ子
（
神
戸
市
）

　

碧へ

き

て

ん天
を
割
り
て
一
直
線
に
落
つ
滝
は

　
　

厳げ

ん

ぷ父
の
や
う
に
真
っ
す
ぐ

・
優
秀
賞　
　
　
　
　
　

宮
本 

洋よ

う

こ子
（
福
知
山
市
）

　

一
人
降
ろ
し
一
人
を
乗
せ
て
路
線
バ
ス
の

　
　

窓
に
時し

ぐ

れ雨
れ
て
紅も

み

じ葉
は
り
つ
く　
　

・
優
秀
賞　
　
　
　
　
　

澤
田 

美み

ほ

こ

保
子
（
香
住
区
香
住
）

　

カ
ニ
す
き
も
オ
ジ
ヤ
も
う
ま
い
が
こ
の
古
い

　
　

土
鍋
が
い
い
と
帰き

せ

い

し

省
子
が
言
う

●
小
学
生
の
部

・
最
優
秀
賞　
　
　
　
　

松
井 

花か

り

ん鈴
（
柴
山
小
５
年
）

　

カ
ニ
な
ら
ぶ
せ
り
に
ぎ
や
か
な
柴
山
港　
　
　
　
　

・
優
秀
賞　
　
　
　
　
　

磯
田 

晴は

る

き幹
（
香
住
小
５
年
）

　

ゆ
う
す
げ
と
か
す
み
の
ゆ
う
ひ
は
に
ほ
ん
い
ち　
　
　

・
優
秀
賞　
　
　
　
　
　

三
上 

こ
こ
ろ
（
奥
佐
津
小
５
年
）

　

葉
の
て
が
み
も
う
す
ぐ
冬
だ
と
知
ら
せ
ま
す　
　
　
　

●
中
学
生
の
部

・
最
優
秀
賞　
　
　
　
　

上
田 

悠ゆ

う

た太
（
香
住
一
中
１
年
）

　

松
葉
ガ
ニ
荒
波
く
ぐ
っ
て
香
住
港　
　
　
　

・
優
秀
賞　
　
　
　
　
　

亀
村 

崇た

か

や也
（
香
住
二
中
３
年
）

　

北
風
に
わ
ず
か
に
ま
じ
る
潮
の
香
り　
　

・
優
秀
賞　
　
　
　
　
　

西
口 

玲れ

い

こ子
（
村
岡
中
３
年
）

　

ハ
チ
北
に
足
あ
と
残
す
雪
う
さ
ぎ

●
一
般
の
部

・
最
優
秀
賞　
　
　
　
　

谷
脇 

政ま

さ

え江
（
香
住
区
矢
田
）

　

か
に
茹ゆ

で
の
大
釜
な
お
も
冬ふ

ゆ

ど

と

う

怒
濤　
　

・
優
秀
賞　
　
　
　
　
　

川
口 

真ま

さ

お生
（
豊
岡
市
）

　

松ま

つ

ば

が

に

葉
蟹
阿あ

し

ゅ

ら

修
羅
の
如
き
貌か

お

を
し
て

・
優
秀
賞　
　
　
　
　
　

杉
山 

鈴す

ず

え枝
（
豊
岡
市
）

　

冬
の
市
手て

し

お塩
に
か
け
し
但た

じ

ま

う

し

馬
牛
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香
住
第
一
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

第
61
回
兵
庫
県
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
大
会
準
優
勝

徳
田 

健け

ん

と人
（
香
住
小
３
年
）

　

第
10
回
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
第
八
管
区
海
上
保
安
本
部
長
賞

松
岡 

由ゆ

き

ほ

貴
穂
（
香
住
小
４
年
）

　

第
34
回
「
私
の
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
」
コ
ン
ク
ー
ル
す
ご
い
ア
イ
デ
ア
で
賞

濱
田 

裕ひ

ろ

と土
（
余
部
小
１
年
）

　

第
55
回
青
少
年
読
書
感
想
文
兵
庫
県
コ
ン
ク
ー
ル
毎
日
新
聞
社
賞

川
田 

圭け

い

す

け祐
（
香
住
一
中
３
年
）

　

第
22
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
県
代
表
選
抜

中
村 

世と

し

や

す康
（
香
住
一
中
３
年
）

　

第
22
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
県
代
表
選
抜

西
本 

広ひ

ろ

し志
（
香
住
一
中
３
年
）

　

第
22
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
県
代
表
選
抜

沼
田 

茉ま

り

な

里
那
（
香
住
二
中
１
年
）

　

第
69
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

亀
村 

茉ま

い

こ

衣
子
（
香
住
二
中
２
年
）

　

第
69
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

守
山 

澪れ

い

（
香
住
二
中
２
年
）

　

第
69
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

白
岩 

真ま

き希
（
村
岡
中
２
年
）

　

第
55
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
女
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
シ
カ
ル
第
２
位

　

第
55
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
女
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
フ
リ
ー
第
２
位

中
村 

哲て

つ

や也
（
村
岡
中
３
年
）

　

第
23
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
県
代
表
選
抜

小
林 

和か

ず

み

つ光
（
小
代
中
１
年
）

　

第
55
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
男
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
フ
リ
ー
第
２
位

藤
本 

武た

け

ひ

ろ大
（
小
代
中
２
年
）

　

第
55
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
男
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
第
３
位

田
中 

健け

ん

た

ろ

う

太
郎
（
小
代
中
３
年
）

　

第
55
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
男
子
ス
ラ
ロ
ー
ム
第
２
位

田
中 

雄ゆ

う

だ

い大
（
小
代
中
３
年
）

　

第
55
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
男
子
ス
ラ
ロ
ー
ム
第
３
位

◆ 
町
長
表
彰 

◆

◆ 

教
育
長
表
彰 

◆

おめでとう！おめでとう！
　役場本庁舎で3月 5日、スポーツや芸術などで活躍した

町内の児童・生徒を表彰する「平成21年度 児童生徒表彰式」

を行いました。（順不同・敬称略）

●問い合わせ先

　町教育委員会教育総務課

平成21年度 がんばった児童・生徒を表彰

香
住
第
二
中
学
校　

　

第
69
回
全
国
教
育
美
術
展
教
育
委
員
会
賞

村
岡
中
学
校　

　

第
55
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
団
体
総
合
優
勝
（
女
子
）

小
代
中
学
校　

　

第
55
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
団
体
総
合
優
勝
（
男
子
）

亀
村 

茉ま

い

こ

衣
子
（
香
住
二
中
２
年
）

　

平
成
21
年
度
兵
庫
県
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

森 

朝あ

さ

か香
（
村
岡
中
２
年
）

　

第
55
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
女
子
ス
ラ
ロ
ー
ム
第
１
位

西
口 

玲れ

い

こ子
（
村
岡
中
３
年
）

　

第
55
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
女
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
シ
カ
ル
第
１
位

　

第
55
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
女
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
フ
リ
ー
第
１
位

小
林 

諒り

ょ

う

た多
（
小
代
中
２
年
）

　

第
55
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
男
子
リ
レ
ー
競
技
第
１
位

藤
村 

敦あ

つ

や也
（
小
代
中
２
年
）

　

第
55
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
男
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
シ
カ
ル
第
１
位

　

第
55
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
男
子
リ
レ
ー
競
技
第
１
位

今
井 

健け

ん

じ二
（
小
代
中
３
年
）

　

第
55
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
男
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
フ
リ
ー
第
１
位

　

第
55
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
男
子
リ
レ
ー
競
技
第
１
位

藤
澤 

徳の

り

あ

き晃
（
小
代
中
３
年
）

　

第
55
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
男
子
リ
レ
ー
競
技
第
１
位
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まちからのおしらせ

　

縦
覧
制
度
は
、
納
税
義
務
者
が
納
付
す

べ
き
固
定
資
産
税
に
係
る
土
地
や
家
屋
の

評
価
額
が
適
正
か
ど
う
か
を
、
町
内
の
ほ

か
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
と
比
較
し
て

検
討
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
制
度
で
す
。

●
縦
覧
期
間

　

４
月
１
日
（
木
）
〜
４
月
30
日
（
金
）
の
平
日
で
、

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

●
縦
覧
で
き
る
人　
　

　

固
定
資
産
税
納
税
者
（
手
数
料
は
無
料
）

●
縦
覧
で
き
る
帳
簿

・
土
地
の
固
定
資
産
税
納
税
義
務
者
は
、「
土

　

地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
土
地
の
所
在
地
、

　

地
目
、
地
積
お
よ
び
価
格
）」

・
家
屋
の
固
定
資
産
税
納
税
義
務
者
は
、「
家

　

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
家
屋
の
所
在
地
、

　

家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
お
よ

　

び
価
格
）」

●
減
免
申
請
書
提
出
期
間

　

４
月
１
日
（
木
）
〜
４
月
23
日
（
金
）

●
提
出
書
類

・
軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書

・
運
転
者
の
運
転
免
許
証
の
写
し

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

　

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
写
し

●
注
意
事
項

　

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
と
、
自

動
車
税
（
県
税
）
の
減
免
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

も
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

期
限
ま
で
に
提
出
の
な
い
場
合
、
ま
た

は
事
実
と
異
な
る
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は

減
免
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　納税義務者は、自己の所有する

固定資産の課税台帳を閲覧するこ

とができます。また、借地人や借

家人は、賃貸借契約の対象となっ

ている固定資産の課税台帳を閲覧

することができます。

●閲覧時間

　平日の 8:30 ～ 17:15

　※納税義務者以外の人は、賃貸借

　　契約書などの権利が確認できる

　　書類を持参してください。

 

役
場
税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

平
成
22
年
度 

固
定
資
産
評
価
額
の
縦
覧

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

　

障
害
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
人
と
生
計

を
一
つ
に
す
る
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

な
ど
の
う
ち
、
障
害
の
あ
る
人
の
た
め
に

継
続
的
に
使
用
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、

軽
自
動
車
税
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ
（
縦
覧
、
閲
覧
、
提
出
）
先

　

役
場
総
務
部
税
務
課

　

各
地
域
局
地
域
振
興
課

固定資産課税台帳の閲覧固定資産課税台帳の閲覧

●
職
種
・
採
用
予
定
人
数
・
資
格
な
ど

　

左
表
の
と
お
り
で
す
が
、
す
べ
て
の
職
種
で

昭
和
25
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
（
不

法
投
棄
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
員
の
み
昭
和
20
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
）
で
町
内
に

住
所
の
あ
る
健
康
な
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
賃
金
な
ど

　

・
１
日
勤
務　

６
２
０
０
円

　
　
（
免
許
資
格
者
・
特
定
業
務
に
よ
り
加
算
あ
り
）

　

・
１
日
未
満
の
勤
務
は
勤
務
時
間
に
応
じ
て
支
給

　

・
通
勤
手
当
支
給

　

・
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
に
加
入

　
　
（
た
だ
し
、
不
法
投
棄
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
員
を

　
　
　

除
く
１
日
勤
務
の
人
の
み
）

区 職種 主な勤務地 勤務時間
採用
予定
人数

特に必要な資格など

香
住

介護認定調査員
役場健康福祉部福祉課
（香住区森、香住地域福祉センター内）

1 日 1人

保育士 柴山保育所 1日 1人 保育士免許

栄養士 役場健康福祉部健康課 1日 2人 栄養士免許

事務補助員 香住文化会館 1日 1人

幼稚園教諭 区内の幼稚園 1日 4人
幼稚園教諭免許
※ 1 人は 4 月 1 日から 7 月 31
　日までの勤務

スクールアシスタント 区内の小中学校
5時間または
6時間

2 人
幼・小・中いずれか
の教諭免許

介助員 区内の小学校 6時間 1人

調理員兼運搬業務員 香住学校給食センター 1日 1人 普通自動車運転免許以上

看護師 訪問看護ステーション 1日 1人
看護師免許および普通
自動車運転免許以上
※待機等あり

不法投棄監視
パトロール員

役場健康福祉部町民課
（主に庁舎外でのパトロール）

1 日 2人
普通自動車運転免許以上
※週 1 日、年間 50 日
　程度の勤務

村
岡

幼稚園教諭 区内の幼稚園 1日 2人 幼稚園教諭免許

介助員 区内の幼稚園 6時間 1人
香住区または小代区に
住所のある人

スクールアシスタント 区内の小学校 5時間 1人
幼・小・中いずれかの
教諭免許

事務補助員 教育委員会 1日 1人

小
代
事務補助員 教育委員会小代分室 半日 1人

指導相談員 子育て・子育ち支援センター 1日 1人

●
問
い
合
わ
せ
（
提
出
）
先

　

役
場
総
務
部
総
務
課

　

各
地
域
局
地
域
振
興
課

●
応
募
方
法

　

・
市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
と
資
格

　
　

な
ど
を
要
す
る
職
種
を
希
望
す
る
場
合

　
　

は
、
そ
れ
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
を

　
　

添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
３
月
下
旬
に
面
接
を
行
い
ま
す
。

●
応
募
締
め
切
り

　

３
月
17
日
（
水
）

●職種・採用予定人数・資格一覧
  

平
成
22
年
度
採
用
予
定

　

町
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
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入
院
時
の
負
担
が
軽
減

　

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

　

４
月
１
日
以
降
に
入
院
し
た
児
童
な
ど

の
医
療
費
の
一
部
を
対
象
と
し
た
、
新
た

な
助
成
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
健
康
福
祉
部
健
康
課

　

各
地
域
局
健
康
福
祉
課

●
助
成
内
容

　

入
院
時
の
医
療
保
険
に
お
け
る
自
己
負

担
額
（
３
割
）
の
３
分
の
１
を
助
成

※
長
期
入
院
の
場
合
は
、
４
ヵ
月
目
以
降

　

の
自
己
負
担
額
を
全
額
助
成

※
通
院
は
助
成
対
象
外

●
助
成
対
象
者

　

町
内
に
住
所
の
あ
る
小
学
４
年
生
か

ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
児
童
、
生
徒
で

保
護
者
な
ど
の
町
民
税
所
得
割
税
額
が

23
万
５
０
０
０
円
未
満
の
人

※
小
学
３
年
生
ま
で
は
、
乳
幼
児
等
医
療

費
助
成
制
度
で
助
成

●
申
請
手
続
き

　

医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で

い
っ
た
ん
医
療
費
を
お
支
払

い
い
た
だ
き
、
そ
の
領
収
書
、

保
険
証
、
印
鑑
、
振
込
み
先

の
わ
か
る
も
の
（
通
帳
な
ど
）

を
持
っ
て
、
役
場
健
康
福
祉

部
健
康
課
ま
た
は
各
地
域
局

健
康
福
祉
課
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

●
募
集
ク
ラ
ブ
と
開
設
期
間

　

・
ス
マ
イ
ル
か
す
み
…
通
年

　

・
ふ
れ
あ
い
む
ら
お
か
…
通
年

　

・
ふ
れ
あ
い
う
づ
か
…
通
年

　

・
ふ
れ
あ
い
い
そ
う
…
夏
、
冬
、
春
休
み
の
み

●
対
象
児
童　
　

　

幼
稚
園
児
か
ら
小
学
校
４
年
生
ま
で

　

※
障
害
児
童
は
中
学
校
３
年
生
ま
で

●
募
集
人
数

　

各
ク
ラ
ブ
約
30
人

●
開
設
日
時

　

・
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
…
授
業
な
ど
の

　
　

終
了
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

　

・
土
曜
日
お
よ
び
夏
、
冬
、
春
休
み
…
午

　
　

前
８
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

　
　

※
い
ず
れ
も
祝
祭
日
、
年
末
年
始
、
お
盆
は
除
く

●
利
用
料

　

児
童
一
人
に
つ
き
月
額
７
０
０
０
円

　

※
お
や
つ
代
、
保
険
料
な
ど
は
別
途
必
要

●
申
し
込
み
方
法

　

役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課
ま
た
は
各
地

域
局
健
康
福
祉
課
に
備
え
付
け
の
入
所
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
（
随
時
受
付
）。

　

た
だ
し
、
入
所
条
件
を
満
た
し
て
い
な

い
場
合
や
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
入

所
を
制
限
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
支
給
対
象
者

　

０
歳
児
か
ら
中
学
校
修
了
ま
で
の
児
童

●
平
成
22
年
度
支
給
額

　

支
給
対
象
者
一
人
に
つ
き
月
額
１
万
３
０
０
０
円

　

※
所
得
制
限
な
し

●
支
給
方
法
な
ど

　

年
３
回
（
６
月
、
10
月
、
２
月
）、
前
月
分
ま

で
の
子
ど
も
手
当
を
該
当
す
る
人
の
指
定

す
る
口
座
へ
役
場
か
ら
振
り
込
み
ま
す
。

※
該
当
す
る
人
に
は
４
月
以
降
に
申
請
書

　

類
を
役
場
か
ら
郵
送
し
ま
す
。

※
公
務
員
は
児
童
手
当
と
同
様
に
所
属
庁

　

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

 
役
場
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

子
ど
も
手
当

　

０
歳
児
か
ら
中
学
校
修
了
ま
で
の
児
童

を
対
象
に
４
月
分
か
ら
子
ど
も
手
当
の
支

給
が
始
ま
り
ま
す
（
初
回
支
給
は
６
月
の

予
定
）。

　

な
お
、
子
ど
も
手
当
の
新
設
に
伴
い
、

現
行
の
児
童
手
当
は
な
く
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課

　

各
地
域
局
健
康
福
祉
課

平
成
22
年
度

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
所
児
童
の
募
集

新新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

●
優
先
接
種
対
象
者
の
場
合

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
前
に
接
種
費
用
の
減
免

措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
減
免
を
受
け
る
た
め
に
必
要
と
な

る
「
減
免
対
象
者
証
明
書
」
は
３
月
31
日

が
有
効
期
限
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希

望
す
る
人
は
早
め
に
医
療
機
関
に
予
約
し

て
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
基
礎
疾
患
を
持
つ
人
の
場
合

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
接
種
費
用
の
一
部

を
払
い
戻
し
ま
す
。

　

接
種
し
た
医
療
機
関
な
ど
で
発
行
さ
れ

る
「
予
防
接
種
済
証
」
と
領
収
書
、
払
戻

金
の
振
込
口
座
情
報
、
印
鑑
を
役
場
健
康

福
祉
部
健
康
課
ま
た
は
各
地
域
局
健
康
福

祉
課
へ
ご
持
参
い
た
だ
き
、
速
や
か
に
払

い
戻
し
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

払
い
戻
し
額
は
、
１
回
接
種
の
場
合
、

生
活
保
護
世
帯
で
３
６
０
０
円
、
町
民
税

非
課
税
世
帯
で
２
９
０
０
円
で
す
。

〜 

減
免
措
置
に
つ
い
て 

〜

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
健
康
福
祉
部
健
康
課

　

各
地
域
局
健
康
福
祉
課

　

所
得
の
少
な
い
世
帯
（
生
活
保
護
世
帯

と
町
民
税
非
課
税
世
帯
）
の
人
で
、
優
先

接
種
対
象
者
と
基
礎
疾
患
を
持
つ
人
で
は

減
免
措
置
の
受
け
方
が
異
な
り
ま
す
。
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まちからのおしらせ

第第
1313
回
「
海
の
絵
画
展
」
作
品
の
紹
介

回
「
海
の
絵
画
展
」
作
品
の
紹
介

「いつもゆかいなにじ色の海」

渡
と せ

世 桜
さくらこ

子（新温泉町立温泉小 3年）

目さ
が
ん 

想そ
う

（
大
阪
市
立
長
居
小
１
年
）

「
海
の
中
の
お
魚
」

「魚といっしょにあそんだよ」

西坂 健
たける

（香住小 2年）

　

「
海
」
を
テ
ー
マ
に
絵
画
を
募
集
し
た
第
13
回
海
の
絵
画
展
（
海
の
文
化
館
主
催
）。

町
内
外
の
小
中
学
生
か
ら
５
５
４
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ど
の
作
品
も
美
し
い
海
や
魚
、
漁
船
や
漁
港
を
題
材
に
し
た
素
晴
ら
し
い
力
作

ば
か
り
で
す
。

　

こ
こ
で
、
各
学
年
で
特
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

「海の中」

塩治 寛
ゆたか

（朝来市立与布土小 4年）

「ジンベイザメの出現！」

小西 悠
ゆ か り

加里（香住小 5年）

「魚達の長い旅」

宮脇 渓
け い た

汰（長井小 6年）

「柴山港」

原田 夏
か ほ

帆（香住第二中 1年）

「イカ釣り漁船」

松江 大
だ い き

樹（香住第二中 2年）

「船置き場」

中瀬 未
み さ

沙（香住第二中 3年）

　昨年 7月から取り組んでいるエコキャップ運動。

1 月下旬までに 279,050 個（約 700㎏）のペット

ボトルキャップを回収することができました。

　多くの皆さんにご理解とご協力をいただき、誠

にありがとうございました。

　回収したキャップをポリオワクチンに換算する

と約 350 人分。多くの子どもたちの命を救うとと

もに、キャップの再資源化で二酸化炭素排出量を

約 2.2 トン削減することができ、地球温暖化防止

もつながります。

　町の回収に先立ち、1月 25 日にはＮＰＯ法人エ

コキャップ推進ネットワークが余部小学校と小代

中学校を訪問。児童や生徒の代表からキャップが

直接手渡されました。

　小代中学校生徒会の藤井未
み よ

依さんと水間有
ゆ か

香さ

んが「これからも全校生徒で人のためになる活動

をしていきたいです」とキャップを手渡すと、同

法人の山本洋介さんは、「皆さんが集めたキャップ

は大切に使わせていただきます」とお礼を述べて

いました。

　命と環境を大切にするこの運動。これからも引

き続き皆さんのご協力をお願いします。

－ 引き続きご協力をお願いします！ －

エコキャップ運動 ７ヵ月で約28万個エコキャップ運動 ７ヵ月で約28万個

▲ペットボトルキャップを手渡す

　余部小学校児童会長の和田佳
よしひろ

大

　くん

▼ペットボトルキャップを手渡す

　藤井さん（写真中央）と水間さ

　ん（同左）

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場
産
業
部
農
林
水
産
課

●問い合わせ先
　役場健康福祉部町民課、各地域局健康福祉課

 すごいぞ、村岡米！
 第 11回 米・食味分析鑑定コンクールで特別優秀賞受賞

　昨年 11 月に開催された同大会には国内外をあわ

せ、2,888 検体の出品がありました。このうち、総

合部門の特別優秀賞には 27 検体が選ばれ、JA た

じま村岡米生産組合の中村博さん（村岡区市原）

と森井省
し ょ う ご

吾さん（村岡区萩山）の出品検体も特別

優秀賞の栄光に輝きました。

　村岡米は、平成 18 年度から 4年連

続の入賞。村岡区の豊かな自然と生産

者のたゆまぬ努力が、全国屈指の味を

生み出し続けています。
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こんにちは、赤ちゃんお誕生

※このコーナーは、先月（1/27 ～ 2/23）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）　

※このコーナーは、先月（1/27 ～ 2/23）の届出分の内、承諾を得た方のみ掲載しています。
 （届出順・敬称略）

慎んで、お悔やみ申し上げますご逝去

－編集後記－
 『キャップ 800 個でポリオ
1人分』。7月広報でご協力
をお願いしたエコキャップ
運動も 8ページのとおり大
きな成果を挙げています。
　皆さん一人ひとりの力の
大きさに感動です！
　さて、来年度は 3町が合
併して 5周年の節目。これ
からのまちづくりも、一人
ひとりの力を合せて、素晴
らしい香美町にしていきた
いものですね。（みうら）

 おめでとうございます
 町内から表彰受賞者がありました
　　　　　　　　　（順不同・敬称略）

但馬産業大賞

　【キラリと世界へ輝く技術部門】

　　・香住鶴株式会社

　【観光・交流資源を活かした

　ツーリズム部門】

　　・香美町村岡観光協会

　　・生活工房 香
こ う み え ん

味煙　

　　　　井上利
と し お

夫（村岡区福岡）

◆お詫びと訂正◆

　広報「ふるさと香美」第 59

号 ( 平成 22 年 2 月号 ) の記事

に、以下のとおり誤りがありま

した。

　関係者のみなさまには大変ご

迷惑をおかけいたしましたこと

をお詫びして、訂正いたします。

・13 ページの「国民年金の納付

は『前納 +口座振替』がお得で

す !!」の記事のうち、本文 7行

目に、平成21年度とありますが、

正しくは平成 22 年度でした。

　この記事につきましては、関係者の皆さんにホームページ上での
公開承諾を得ておりませんので、個人情報保護によりホームページ
上での掲載を控えさせていただきます。
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Town News
　全国に 480 ヵ所ある B＆ G海洋センター。毎年、B＆

G財団が利用人数、指導員の配置、事業の実施状況など

を評価しています。

　今回、同財団から優れた活動を行っているセンターに

対して贈られる「特 A評価」を香住 B＆ G海洋センター

が受賞しました。

　これは、同センターの幼児運動教室や転倒寝たきり予

防プログラムの実施、また幼児運動プログラムのモデル

センターに選ばれたことなどが評価されたもの。今回の

特 A評価の受賞で、香住 B＆ G海洋センターは今後の施

設運営などに対して、同財団の優遇措置を受けることが

でき、来年度は体育館の外壁塗装や屋根の改修を実施す

る予定となっています。

▲幼児運動教室で楽しく運動する子どもたち

★★★
香住 B ＆ G海洋センター
　（1月 28 日、東京都港区「第３回Ｂ＆Ｇ全国サミット」）

活動を評価され「特 A 評価」を受賞

★★★
第 13 回美方高原雪祭り
　（2月 21 日、小代区「ミカタスノーパーク」）

雪の楽しさ、おもしろさを満喫！

★★★
香住区小学生初心者スキー教室
　（2月 11 日、小代区「おじろスキー場」）

楽しみながら、スキー技術がみるみる上達！

　雪不足で昨年は中止となり 2年ぶりの開催となった同

祭り。今年はたっぷりの雪と青空に恵まれ、町内外から

訪れた多くの来場者で賑わいました。

　オープニングやミニソリゲームなどで盛り上がった会

場では、1チーム 5人（女性 1人含む）で争う全日本雪

上綱引き競技大会が行われ、11 チームが参加。この綱引

きは靴の上からナイロン袋を履き、足元を滑りやすくし

た状態で綱を引き、勝敗を競うもの。つるつる滑る雪上

に四苦八苦しながらも、力いっぱい綱を引く参加者の姿

に、会場からは大きな笑い声が上がっていました。

　なお、優勝チームは次のとおりです。（敬称略）

　ミニソリレース▼わんぱく（徳島県小松島市）、全日

本雪上綱引き競技大会▼Ｋ - ＦＵＮＫ雪あそび（大阪府

大阪市）

▲仮装して綱引きに挑戦する参加者

　海の子どもたちに冬山でのスキーを楽しんでもらおう

と行われた同スキー教室には、香住区の小学生 35 人が

参加。準備体操で体を温めたあと、小代スキークラブの

講師からスキーの技術を学びました。

　リフト乗り場付近の平らな場所では、初めてスキーを

履く子どもたちが、転んだときの立ち上がり方などを講

師から丁
てい ね い

寧に教えてもらったり、また、スキーの経験が

ある子どもたちは、時折、ゲレンデに穴を開けながらも

講師の後を追って上手にシュプールを描いていました。

　今回が 2回目の参加となった山本真
ま お

生くん（香住小 6

年、香住区一日市）は「自分がだんだんうまくなってい

くのが分かって楽しい。早くリフトに乗って、急な斜面

を滑ってみたい」と意気込んでいました。
▲スキーを履いて上手に歩けるかな
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　子どもたちの豊かな感性と表現力を養おうと、毎年行

われている同展。20回目を迎える今年は、香住区内の保

育所、幼稚園、小中学校の子どもたちの力作 117 点を展

示。賛助作品として、村岡区、小代区の幼稚園児や小中

学生、また、香住、村岡高校生の作品に加え、平成 20

年 11 月にフレンドシップ交流協定を締結した吹田市の

小中学生が描いた絵画 102 点も展示され、総数約 420 点

が会場に並びました。

　芋掘りや虫取りなど、子どもたちの日常をいきいきと

描いたものや、ふるさとの素晴らしい自然を鮮やかな色

彩で表現したものなど、どれも子どもたちのキラリと輝

く個性あふれる作品ばかりで、来場した人は、足を止め

てこれらの作品に見入っていました。

（作品の一部は香住区内の事業所などでも展示予定）

★★★
第 20 回香住こどもの絵 100 人展
（2月 19 日～ 23 日、香住区香住「香住文化会館など」）

今年は吹田市からも子どもの描いた絵画が出展

　運動を通して健康づくりと親子のふれあいをしようと

今回初めて行われた同会には、幼児などとその保護者 36

人が参加。親子で 3Ｂ体操を行ったり、アニメ映画を鑑

賞したりしました。

　3Ｂ体操とは、ボール（Ｂａｌｌ）、ベル（Ｂｅｌｌ）、ベルター

（Ｂｅｌｔｅｒ）といった頭文字が「B」で始まる 3種の道具を

使用する体操。参加者は、音楽に合わせてリズミカルに

跳んだり、踊ったりして、心地よい汗を流していました。

　田渕弘
こ う た

大くん（６歳）、瑠
りゅ う き

希くん（５歳）、友
と も や

也くん（２

歳）の3人と参加したお母さんのさと子さん（小代区新屋）

は「普段あまり体を動かさないので、楽しく気持ちよく

遊ばせていただきました」と喜んでいました。

★★★
親子ふれあい交流会
（2月 20 日、小代区大谷「小代区総合センター」）

体を動かしながら親子のふれあいを楽しもう

★★★
第 3回香美町小学生交流卓球大会
　（2月 21 日、香住区境「香住 B ＆ G海洋センター」）

真剣勝負を通して、交流を深めよう

▲楽しみながら健康づくりのできる 3Ｂ体操

▲展示作品に見入る来場者

　卓球を通して、心と体を鍛えながら交流を深めようと

行われた同大会には、町内の小学生 46 人が参加。

　今年で 3回目となるこの大会は、男女とも低学年（小

学校 1～ 3年生）と高学年（同 4～ 6年生）ごとに数ブ

ロックに分かれ予選を行い、ブロックの上位 2位までが

決勝トーナメントに進出し、優勝を目指す個人戦で競わ

れます。選手は日ごろの練習成果をいかんなく発揮。選

手の掛け声とともにスマッシュが決まると、保護者など

から上がった大きな歓声が体育館に響き渡りました。

　なお、各部の優勝は次のとおりです。（敬称略）

　低学年男子の部▼小西健
け ん た ろ う

太郎（射添小 3年）、低学年

女子の部▼小西亜
あ や

耶（射添小 3年）、高学年男子の部▼

木谷仁
じん い ち

一（村岡小 4年）、高学年女子の部▼村瀬晶
あ き こ

子（村

岡小 5年）

▲力いっぱいスマッシュを放つ選手
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まちのうごき
（平成 22年 2月 1日現在）

合　計　21,268 人（－  45）

　男　　10,128 人（－  20）

　女　　11,140 人（－  25）

世帯数  6,916 世帯（－   4）
カッコ内は前月比

▲昭和 28 年の佐津中学校（現在の香住第二中学校）

▲現在の香住第二中学校

　上の写真は、香住第二中学校
の昔の姿です。
　当時は城崎郡学校組合立佐津
中学校という名称でしたが、昭
和 30 年、平成 17 年の 2 回の町
合併を経て、現在の「香美町立
香住第二中学校」となりました。
　当時の校舎は木造２階建てで
したが、昭和 43年の増改築の後、
平成 6年に現在の校舎が完成。2
月 1日現在、74 名の学び舎とし
て生徒を見守っています。

昔
ふるさとの魅力を訪ねてふるさとの魅力を訪ねて今物語

時とともに変わりゆくもの
　　　　時を経て、 なお、 変わらないもの
　　　　　　　歴史をつなぐ一枚がそこにある…

その八

募集人数
120名

第 5回香美町民号旅行第5回香美町民号旅行          3月末から申込受け付けを開始3月末から申込受け付けを開始！！

日時 6/19（土）・20（日）、お一人様３０，５００円日時 6/19（土）・20（日）、お一人様３０，５００円

「世界遺産 厳島神社と平和公園　呉 大和ミュージアム・尾道への旅」
　1日目：尾道（昼食、千光寺 ･文学のこみち散策）→宮島（国宝厳島神社見学）→安芸グランドホテル（宮島口、宿泊）
　2日目：広島 ( 平和公園、原爆ドーム、原爆資料館見学）→呉（大和ミュージアム、てつのくじら見学、昼食）
　　※姫路駅までは特急はまかぜを利用、それ以降は大型観光バスを利用します。
　　※ 2人部屋希望などで旅行代金に追加料金が発生することがあります。
　　※ 3月下旬に参加者の募集チラシを全戸配布いたします。

●問い合わせ先　香美町民号旅行実行委員会（事務局：役場総務部企画課）


